
看 護 部 

 
著書 
１） 小林幸恵，森山輝子，伊藤靖子：実践に生きる看護理論のつかいかた―

四肢麻痺とコミュニケーション障害があり、常にイライラした感情を表

出していた患者さんの事例―．整形外科看護 Vol.8 no.5，メディカ出版，
大阪，49-57，2003 

２） 古賀美紀，松井美幸，伊藤靖子：実践に生きる看護理論のつかいかた―

左下肢の運動機能障害があり、夜間になると身体各部の痛みと不眠を訴

える回復患者さんの事例―．整形外科看護 Vol.8 no.6，メディカ出版，
大阪，73-81，2003 

３） 長田京子，仲下真紀子，魚谷節子：実践に生きる看護理論のつかいかた．

整形外科看護 Vol.8 no.7，メディカ出版，大阪，2003 
４） 樽井恵美子，森山輝子，板倉千栄：実践に生きる看護理論のつかいかた

―オレム理論を用いて―．整形外科看護 Vol.8 no.8，メディカ出版，大
阪，72-77，2003 

５） 小林幸恵，伊藤靖子，中山桂子：実践に生きる看護理論のつかいかた―

ロイ適応モデルを用いて―．整形外科看護 Vol.8 no.9，メディカ出版，
大阪，2003 

６） 津本優子，坂田直美，魚谷節子：実践に生きる看護理論の使い方―オレ

ム理論を用いて―．整形外科看護 Vol.8 no10，メディカ出版，大阪，57-64，
2003 

７） 古賀美紀，森山輝子，池田公子：実践に生きる看護理論のつかいかた―

ヘンダーソン理論を用いて―．整形外科看護 Vol.8 no.11，メディカ出版，
大阪，65-69，2003 

８） 津本優子，藤江さとみ，中島里美：実践に生きる看護理論のつかいかた

―オレム理論を用いて―．整形外科看護 Vol.8 no.12，メディカ出版，大
阪，49-56，2003 

９） 岩田春子：実践へのアドバイス 喉頭全摘出術前後の看護実践とエンパ

ワーメント．看護実践の科学 28巻 12号，看護実践の科学社，東京，93-95，
2003 

10） 石倉弥生：無作為割付による石鹸清拭直前の熱布加温が皮膚表面 pHおよ
び角質水分量に及ぼす影響に関する検討．松田明子他 6 名：米子医学雑
誌 55巻 6号，米子医学会，米子，280-288，2004 

11） 石倉弥生：[第 4 回]基礎教育におけるＥＢＮの考え方と教授方法 「覚え
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て模倣する技術」から「考えて検証する技術」の学び方．宮脇美保子他 6
名：看護展望 29巻 5号，メディカルフレンド社，東京，2004 

12） 板倉千栄，森山輝子，魚谷節子：膝靭帯再建術．整形外科看護 2004 年
秋季増刊号，メディカ出版，大阪，247-253，2004 

13） 岡田早苗，佐藤和子，大倉和美，遠藤由香利，大下文恵，秦美恵子：手
術患者における入院前よりの継続的ケア教育の呼吸機能と対処行動への

効果．日本医学看護学教育学会 13，26-30，2004 
 
学術論文 
１） 増原清子，藤原公恵，林由美子：仙骨部褥瘡患者の術後流動ベッド使用  

による影響．第 34回日本看護学会論文集（看護総合）：190-191，2003 
２） 岩田春子，石垣恭子，高見美樹，篠原馨，中谷久恵，江角弘道，水流聡

子：情報倫理と医療情報教育 看護学生および看護師における情報倫理

に対する認識について．医療情報学 23回連合大会論文集：71-72，2003 
３） 岩田春子，高見美樹，石垣恭子，水流聡子：眼科・耳鼻科看護領域にお

ける看護実践用語データベースの構築．医療情報学 24 回連合大会論文
集：926-927，2004 

４） 村川瞳，玉木恵子，伊藤千晶，岡のぞみ，樋野千賀子，岩田春子，畠山

留美：喉頭全摘出術患者の生活指導の実態．第 1 回島根看護学術集会論
文集：31-32，2004 

５） 神谷千絵，竹下梢，藤井亜有美，飯塚弘美：循環器内科病棟重症室の患

者のせん妄とその要因．第 1回島根看護学術集会論文集：78-80，2004 
６） 荒木もも子，矢田昭子：がん患者の手術直前の思いに看護援助が及ぼす

影響．第 35回日本看護学会論文集（成人看護Ⅰ）：136-138，2004 
７） 福岡理英，原祥子：痴呆高齢者介護者の介護肯定化プロセスとその関連

要因―「母‐娘」のケア・ストーリー―．第 35回日本看護学会論文集（地
域看護）：45-47，2004 

 
学会発表 
１） 原田久美，梶谷弘美：ＣＡＰＤの自己管理に困難をきたした事例―患者

教育と家族、社会的サポートの重要性を振り返る―．出雲地区透析カン

ファンレンス．出雲，2003年 2月 
２） 吉川律子，原裕子，坂根たかみ，三吉由美子，大森仁美，藤江美文，増

原清子：グラフト造設術を受けた慢性透析患者の自己管理に向けてのメ

ンタルサポート．出雲地区透析カンファレンス．出雲，2003年 2月 
３） 陰山美保子，川津千春，山口美智子，福田洋子，来間厚子，坂根圭子，
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伊藤弘子，遠藤恵子，小池節子：造血幹細胞移植時ケアにおけるアロマ

テラピーの効果 第一報．山陰造血幹細胞移植学会．出雲，2002年 2月 
４） 影山かおり，坪倉由美子，安田真紀，藤江良美，太田美佳，糸賀かおる：

術後患者様のせん妄の検討―ＳＯＡＤスコアを用いて検証―．日本集中

治療医学会中国四国地方会．岡山，2003年 2月 
５） 吉川律子，三吉由美子，大森仁美，坂根たかみ，藤江美文，原裕子，藤

原公恵：慢性透析患者のアドハランスについて―さまざまな合併症をか

かえた患者の事例を通して―．第 21回出雲地区透析カンファレンス．出
雲，2003年 2月 

６） 藤原久子：島根医科大学医学部附属病院血液浄化治療部における 2002年
の臨床統計．第 21回出雲地区透析カンファレンス．出雲，2003年 2月 

７） 岡田早苗，大倉和美，遠藤由香利，大下文恵，秦美恵子：呼吸ケア活動

が手術を受ける患者に及ぼす効果―呼吸機能と対処行動との関連―．第

13回日本医学看護学教育学会．出雲，2003年 3月 
８） 後藤みどり，大国美紀，石橋鮎美，秦美恵子：術後せん妄患者の減少を

めざした呼吸ケア活動―視聴覚教材を活用した呼吸ケア―．第 13回日本
医学看護学教育学会．出雲，2003年 3月 

９） 土井とよこ，秦美恵子：インシデントレポートからみた転倒転落につい

ての課題―看護記録の現状からの検討―．第 13回日本医学看護学教育学
会．出雲，2003年 3月 

10） 坂根はるみ，仲下真紀子，藤江さとみ，高田佳世，伊藤靖子，魚谷節子：
人工股関節置換術後の脱臼予防に関する指導のあり方の検討．第 13回日
本医学看護学教育学会．出雲，2003年 3月 

11） 竹田徳子，飯塚裕美，三原文子，後藤悦子，佐藤麻理，間水由利，井戸
安恵，大滝由起，山田和子：慢性硬膜下血腫のクリニカルパス導入とそ

の評価．第 13回日本医学看護学教育学会．出雲，2003年 3月 
12） 森山優子：母子同室制と異室制における当院のアンケート調査結果報告．

母性衛生学会．出雲，2003年 3月 
13） 杉本静，花田敏子，金折千鶴，原美知江：インフォームドコンセントを

得るための術前パンフレットの効用．第 39回日本手術看護学会中国地区
会．広島，2003年 6月 

14） 林由美子，藤原公恵，増原清子：仙骨部褥瘡患者の術後流動ベッド使用
による影響．第 34回日本看護学会看護総合．佐世保，2003年 7月 

15） 青木美津子，中尾美代子，渡部美栄：自己尊重を高めるための看護技術
の分析―4 例の自己尊重の低下しているうつ病患者を通して―．平成 15
年度日本精神科看護技術者協会看護研究発表会．大田，2003年 11月 
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16） 石川万里子，宗宮基，田中沙江子，小畑奈美，高橋時枝，鈴木真貴子，
名和田清子，垣寿昭，清水匡，山根雄幸，加藤譲：糖尿病教育による糖

尿病に対する精神的適応性の変化に関する検討．日本糖尿病学会中国四

国地方会第 41回総会．香川，2003年 11月 
17） 藤原玲子：プリセプターから見た支援体制の現状報告．臨床看護研究発

表会．出雲，2003年 11月 
18） 布野和枝：脳血管障害患者の経口摂取開始時間についての検討．臨床看

護研究発表会．出雲，2003年 11月 
19） 石垣恭子，高見美樹，篠原馨，岩田春子，中谷久恵，江角弘道，水流聡

子：情報倫理と医療情報教育看護学生及び看護師における情報倫理に対

する認識について．第 23回医療情報学連合大会．2003年 11月 
20） 坂根圭子，矢田敦子，若槻晃子，川津千春，北脇清美，陰山美保子，伊

藤弘子，石倉浩人，小倉之子：満足度調査に基づく無菌室看護の方向性．

第 26回日本造血細胞移植学会総会．横浜，2003年 12月 
21） 八塔累子：緩和ケアチームの現状と今後の課題．島根がん疼痛緩和研究

会．出雲，2004年 2月 
22） 稲垣文子：島根大学医学部附属病院における ICN の活動．第 6 回島根院

内感染対策研究会．松江，2004年 2月 
23） 稲垣文子：当院で経験したシジオネラ症の１例．第 6 回島根院内感染対

策研究会．松江，2004年 2月 
24） 田中真美，上岡澄子：受け持ち制看護実習についての患者の評価―実習

に協力したことへの感想から―．第 11回臨床看護研究会．岡山，2004年
3月 

25） 岡田早苗，佐藤和子：高齢な手術患者の対処行動．第 17回日本看護研究
学会中国四国地方会．米子，2004年 3月 

26） 岡田早苗：研究課題に取り組んだ体験．日本医学看護学教育学会．益田，
2004年 3月 

27） 石川万里子，宗宮基，小畑奈美，高橋時枝，落合登志美，鈴木真貴子，
名和田清子，垣寿昭，清水匡，山根雄幸，加藤譲：ATT36 日本語版によ
る糖尿病教育入院ならびに外来患者の精神的適応性の変化に関する検討．

第 47回日本糖尿病学会年次学術集会．東京，2004年 5月 
28） 中尾美代子，青木美津子：自己尊重を高めるための看護技術の分析―4例

の自己尊重の低下しているうつ病患者を通じて―．第 29回日本精神科看
護学会秋田大会．秋田，2004年 5月 

29） 神谷千絵，飯塚弘美，藤井亜有美，竹下梢：循環器内科病棟重症室の患
者のせん妄とその要因．第 1回島根県看護学術集会．出雲，2004年 7月 
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30） 村川瞳，岩田春子，岡のぞみ：喉頭全摘出術患者の看護―生活指導の実
態調査―．第 1回島根県看護学術集会．出雲，2004年 7月 

31） 石倉弥生：石鹸清拭直後の熱布実施による皮膚常在菌の増殖及び皮膚の
弱酸性への回復効果．第 39回日本看護研究学会学術集会．埼玉，2004年
7月 

32） 石倉弥生：Clinical judgment of nurses in a personal hygiene care setting．JANS
第 5回国際看護学術集会．福島，2005年 8月 

33） 石倉弥生：A survey of Personal Development for Life and Psychological 
well-being in nursing professionals-A comparison in three nursing professionals．
JANS第 5回国際看護学術集会．福島，2004年 8月 

34） 石倉弥生： The effect of warming up the skin before bed dash on skin surface 
pH and moisture of stratum corneum by a randomized intervention trial．JANS
第 5回国際看護学術集会．福島，2004年 8月 

35） 石川万里子，鈴木真貴子，上岡澄子：自己管理意識の混乱した高齢糖尿
病患者へのアプローチ―ライフ・レビュー・インタビューを取り入れて

―．第 9回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．愛媛，2004年 9月 
36） 藤江美文：失語症があり食事摂取を拒否した患者の看護．島根皮膚疾患

懇話会．出雲，2004年 9月 
37） 荒木もも子，矢田昭子：がん患者の手術直前の思いに看護援助が及ぼす

影響．第 35回日本看護学会（成人看護Ⅰ）．愛知，2004年 10月 
38） 梶谷紀枝，徳永樹里：四点支持台使用による脊椎後方手術の皮膚障害予

防―ポリウレタンフィルム（オプサイト）貼用効果の検討―．日本手術

部学会．仙台．2004年 10月 
39） 米山清美，錦織りか，柳楽美穂，森山香澄：精神科病棟入院患者への関

わりの困難さ―看護師への面接調査から．日精看島根県支部看護研究発

表会．出雲，2004年 10月 
40） 福岡理英，原祥子：痴呆性高齢者介護者の介護肯定化プロセスとその関

連要因―「母‐娘」のケアストーリー―．第 35回日本看護学会（地域看
護）．高知，2004年 10月 

41） 安部富美子，吉岡みち子，上岡澄子，中谷久恵，鈴木真貴子：特定機能
病院地域医療連携部門における退院マネジメント業務の評価．第 35回日
本看護学会（看護管理）．徳島，2004年 10月 

42） 山崎弘子，金折千鶴，吾郷晶子，角恵子：各手術室への病棟看護師の同
伴入室を取り入れた現状と評価．中国地区手術看護学会．松江，2004 年
11月 

43） 石川万里子：長期間使用後回収したペン型インスリン注射器の使用状況
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と精度に関する検討．日本糖尿病学会中四国地方会第 42 回総会．広島，
2004年 11月 

44） 岩田春子，高見美樹，石垣恭子，水流聡子：眼科・耳鼻科看護領域にお
ける看護実践用語データベースの構築．第 24回医療情報学連合大会・第
5回日本医療情報学会学術大会．愛知，2004年 11月 

45） 坂根久美子，永井里佳，鹿屋利枝，妹尾尚美：呼吸管理が必要な乳児の
移植時の看護．日本造血肝細胞移植学会総会．岡山，2004年 12月 
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